
救急医療の現場に携わっていらっしゃ

るスタッフの方々のご苦労には本当に

頭が下がります。どうかお身体に気を

つけて、これからも我々の命を守って

ください。

子どもが救命救急の講習を受

けて、初動の大切さを教えて

もらったばかりです。応援し

ています。
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心電図の波形に映る、命のシグナル。

見逃さない力を全国の救急現場に。

　長崎大学病院ACSチームは、2025年9月1日から10月30日に

クラウドファンディングを実施し、全国の皆さま214名よりご

支援を賜り、総額6,475,000円のご寄附をいただきました。

　ご支援は、急性心筋梗塞患者への迅速な対応と救急搬送の

適正化を目的とした講習会の実施に活用してまいります。

　皆さまの温かいご支援に、心より御礼申し上げます。

プロジェクトリーダー　井山慶大からのご挨拶

　皆様から多くのご支援と応援コメントをいただき、本当にありが

とうございました。

今後の活動報告はこちら

からご覧いただけます⇒

たくさんの応援コメントをいただきました!

頑張ってください！

この活動が広がり、一人でも

多くの方の命を救うことに繋

がるよう願っています。

日々命と真摯に向き合ってい

らっしゃる皆様の理想の医療

現場の第一歩となるプロジェ

クトを応援致します。

　救命救急士の心電図能力向上により、早期介

入と搬送先の適正化につなげ、地域の救急活動

を少しでも効率化したいと考えています。

今後も活動を続けてまいりますので、温かく見

守っていただけますと幸いです。

　本プロジェクトは急性心筋梗塞患者への早期対応と、胸痛患者の

適切な救急搬送を目指しています。胸痛患者の約半数は心臓疾患で

はありませんが、心臓専門医療機関に搬送が集中し、スタッフの負

担や病床逼迫が生じ、急性心筋梗塞患者が受け入れられない事態も

懸念されます。



　2025年10月10日から19日に開催されたオンラインチャリティーイベント『Giving  Campaign2025』

に参加しました。本イベントは、皆様の投票が長大生への支援（寄附）につながる“学生が主役”の資金

調達イベントです。

　本学からは34の団体が参加し、SNS等を通じて応援を呼びかけました。その結果、延べ11,015人の方

からご支援をいただき、寄附金額は1,666,111円となりました。昨年を大きく上回る結果となり、学生た

ちの今後の活動にとって大きな励みとなりました。

　多くの温かい応援メッセージをお寄せいただき、誠にありがとうございました。

吹奏楽部
楽器の修理・購入費、演

奏会の運営費等に活用し

ます！音楽を通して笑顔

と感動を届けます！

医学部男子

バスケットボール部
ユニフォームの新調を予

定しています！応援メッ

セージをいただき、大き

な励みとなりました！

全学トライアスロン部
備品購入や部室の修理に

使わせて頂きます！伝統

ある部活を守っていける

よう頑張ります！

福祉用具つくらん場 福祉用具の製作や提供に

使わせていただきます！

＼

GIVING CAMPAIGN

学生からの御礼動画はこちらから！

／

女子端艇部
艇の修理費、オールやク

ラッチなどの物品購入費

に大切に使わせていただ

きます！

たくさんの応援コメントをいただきました！たくさんの応援コメントをいただきました！

GIVING CAMPAIGN2025への
ご支援ありがとうございました！

学生からのお礼コメント学生からのお礼コメント

学生からたくさんの

「ありがとう」が

届いています！


